
小松藩

撮影・文／愛媛県立小松高等学校

筋状の雲がうっすらとたなびきながらも、晴れ渡った1 月の境内。明治

の建築になる重厚な本堂が迎えてくれた。佛心寺は小松藩 2代藩主、

一柳直治が建立した小松藩主の菩提寺であり、後方にそびえる山々に

は歴代の藩主が静かに眠っている。ここは約２３０年の歴史をつないだ

小松藩の象徴的な場所であり、陣屋から移築された姫門など貴重な

遺構も残る。朝の清浄な空気に包まれた広い境内を巡ると、かつての

小松藩の格式、謙虚さ、大らかさ、そんなものが押し寄せてきて、なん

だか温かく誇らしい気持ちになった。
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